
産学連携振興会は、仙台高専教職員と会員企業との交流を通じて地域の発展に寄与する
ため、更には、学校事業への参画によって教育への還元を図り、幅広い知識を得た優秀

な人材を地域に輩出することを目指して、次の事業を実施しました。

会議名／日時／会場 議題等 出席者数（人）

企画部会（第1回）
令和元年5月9日(木)15:30～16:30
TKPガーデンシティPREMIUM仙台西口
8階 カンファレンスルーム8F

1.令和元年度 役員等の交代について
2.平成30年度事業報告(案)及び決算報告(案)について
3.令和元年度 事業計画(案)及び予算(案)について
4.その他

企画部会委員 14
陪席 4

座談会
令和元年5月9日(木)16:40 ～17:50
TKPガーデンシティPREMIUM仙台西口
8階 カンファレンスルーム8F

・今後の産学連携振興会の運営、事業について
・その他

企画部会委員 13
陪席 4

役員会･定時総会
令和元年6月3日(月)
TKPガーデンシティPREMIUM仙台西口8階
【役員会】14:00～カンファレンスルーム8D
【定時総会】15:00～ホール8B

【役員会】
1.令和元年度 役員等の交代について
2.平成30年度事業報告(案)及び決算報告(案)について
3.令和元年度 事業計画(案)及び予算(案)について
4.その他
【定時総会】
1.令和元年度 役員等の交代について
2.平成30年度事業報告(案)及び決算報告(案)について
3.令和元年度 事業計画(案)及び予算(案)について
4.その他

【役員会】
役員 7
陪席11

【定時総会】
出席会員96

（ 当日出席42 ）
（ 委任状54 ）

顧問 7
教職員15

企画部会（第2回）
令和元年10月31日(木)16:00～17:30
TKPガーデンシティPREMIUM仙台西口
8階 カンファレンスルーム8F

1.「産学交流の日」について
2.令和元年度事業計画実施状況等について
3.課題解決型インターンシップ実施状況について
4.今後の活動について

1）東北地区高等専門学校専攻科産学連携シンポジウム
2）企業理解推進事業

5.その他

企画部会委員17
陪席5

事業名／詳細 内容 特記事項

国際交流支援
海外長期インターンシップ派遣学生の渡航費一部援助
一人あたり2万円支援

海外長期インターンシップ先：
Turku University of Applied Sciences (フィンランド）
派遣人数：8人（広瀬：4、名取：4）

会員企業理解推進事業「企業勉強会」

【説明会編】
名取キャンパス 令和2年1月22日(水)
広瀬キャンパス 令和2年1月24日(金)

【企業訪問編】
令和2年2月26日(水)～3月19日(木)
（学生の補講期間及び学年末休業期間内）

企業説明会と企業訪問の2部構成により実施
対象学生：仙台高専の本科3年生～専攻科1年生
説明会出席学生及び企業訪問者への記念品を振興会から支援

【説明会編】
訪問受入予定企業が参加し、各キャンパスでブース形式にて開催
・参加企業数：1/22名取＝31社、1/24広瀬＝30社
・参加学生数：両キャンパス計236名

【企業訪問編】
企業説明会で訪問の申し込みを学生自身が行い、後日実際に訪問
・34社に、両キャンパス合わせてのべ195名の学生が訪問希望

【訪問実施状況】
2月26～28日の期間
10社に36名の学生
が企業訪問を実施
新型コロナウイルス
感染拡大防止のため
3月に予定していた
企業訪問は取りやめ

運営関係

・ホームページ随時更新 ・仙台高専両キャンパス内の産学連携振興会紹介看板を随時更新 ・リーフレット配布
・地域企業情報パンフレット配付（学生および保護者） ・オープンキャンパス（R1.7.27～28）で振興会紹介活動
・会員企業（株式会社ジー･イー･エス）において、仙台高専の協定校であるモンゴル高専の学生を受け入れ、インターンシップを実施

（ R1.9.2～10.5：2名、R1.9.29～11.2：2名、計4名）

会 長 村石信之 （株式会社仙台ニコン 代表取締役）

会員数 法人会員:164 個人会員:23（令和2年2月末現在）

【お問い合わせ窓口】

仙台高等専門学校 産学連携振興会事務局
（企画室 連携・国際交流係）

〒981-1239 宮城県名取市愛島塩手字野田山48
TEL 022-381-0257 FAX 022-381-0249
e-mail : shitsu-kikaku@sendai-nct.ac.jp

教育研究支援事業

広報事業･その他

仙台高専の企業協力会

- 令和元年度事業報告 -

産学連携振興会

海外長期インターンシップ支援

2

学術交流協定を締結しているトゥルク応用科学大学に、令和元年度は8名の学生が派遣され、

産学連携振興会からは今年度も国内移動に伴う旅費相当分の援助を行いました。

帰国後の2月には、令和元年8月から半年間派遣先で取り組んだ研究

課題の成果発表があり、寮での料理、クリスマス・年越パーティ、

サウナなど、フィンランドにおける異文化体験も報告に盛り込まれ

とても充実した滞在となったことが窺えました。現地では英語習得

にも熱心に取り組み、発表と質疑応答は英語で行われました。

トゥルク応用科学大学での研修と異文化体験を経て、8人は大きな

刺激と自信を得ることができたようです。



このシンポジウムは、東北地区の高等専門学校専攻科学生による合同研究発表会を通して学生レベルでの高専間の交流を促進するとともに、企業ある

いは大学の研究者の特別講演等からなるシンポジウムを通して専攻科学生の研究や学修への意識を高め、高専専攻科の研究・教育活動を活性化させる

ことを目的として毎年開催されています。

初日は、福村校長からの挨拶の後、USP研究所執行役員で新モンゴル高専の前校長である Buyanjargal Shirnen氏より「アジアの未来は高専にある」

と題する基調講演がありました。同氏も高専で学ばれた方であり、高専に対する熱い思いが込められたお話しに、参加した学生も熱心に聞き入ってい

る様子でした。例年 地元企業の代表が基調講演されることが多いのですが、次年度モンゴルから本校専攻科に学生3名を受け入れるということもあり

今後の一層の連携を考えると、時節を得た講演でした。基調講演に引き続き各高専から選出された15名の学生によるショートプレゼンテーションが行

われ、自身の研究成果やインターンシップの内容等について6分という限られた時間の中パワーポイントを駆使し工夫しながら発表していました。最後

に産学連携振興会副会長の三方氏より講評をいただきました。その後、専攻科学生は、別会場の東北地区高専の企業協力会に所属する74の企業による

「 東北企業フェスタ」において各企業のブースをまわり、企業の方の説明を聞いて情報収集をしていました。この東北企業フェスタは、東北地区の

専攻科学生及び本校の本科3・4年生を対象として学生に地元企業をよりよく知ってもらうため企画されたもので、参加企業も昨年より10社増え会場は

賑わいを見せました。

2日目は、178件のポスター発表が行われ、学生同士のディスカッションはもとより教員や企業の方からも質問を受け、身振り手振りで説明する姿が至

る所で見られました。課題解決型インターンシップは本年度5年目を迎え、成果が少しずつ製品の形になりつつあるようです。数件の発表では、実際に

インターンシップで制作したシステムの展示も行われました。なお、今年も産学連携振興会より各賞の贈呈があり、初日のプレゼンテーションに対し、

最優秀賞1名・優秀賞3名・特別賞 (会長賞) 1名・特別賞(学生賞) 1名、 2日目

のポスターセッションに対し、インターンシップ奨励賞3件・ポスター賞3名が

表彰され、会長の村石氏、副会長三方氏及び 理事の高橋氏から楯と副賞が授与

されました。最優秀賞は、福島高専の山部伊織さんが受賞しました。

2日間にわたって行われた専攻科産学連携シンポジウムは、他校の専攻科学生や

教員、多くの企業の関係者とのディスカッションの時間を持ち、この催しの趣旨

を達成できたのではないかと感じられました。

会議名／日時／会場 内容 特記事項

課題解決型インターンシップ支援

インターンシップのための企業説明会
広瀬キャンパス平成31年4月19日(金)
名取キャンパス平成31年4月24日(水)

課題解決型インターンシップ実施
令和元年8月19日(月)～11月15日(金)

対象:専攻科1年
期間:8月19日～11月15日の間で実働25日以上となる期間

受入の申し出があった企業と参加予定の学生がお互い
を知る場として「企業説明会」を開催し、課題につい
ての詳細や会社の概要説明を通してインターンシップ
開始後のイメージをしやすくすることで企業と学生の
マッチング支援に貢献

会員企業18社で学生32名（広瀬15名、名取17名）を受入

企業説明会参加数：
広瀬:企業12社

学生33名
名取:企業11社

学生37名

東北地区高等専門学校 専攻科
産学連携シンポジウム

令和元年11月29日(金)～30日(土)
仙台高等専門学校広瀬キャンパス
（東北地区高等専門学校との共催）

東北地区高専の専攻科学生の研究発表会。産学連携振興会は共催として参加
し、以下を実施

①基調講演（参加した専攻科学生向け）
演題 「アジアの未来は高専にある」
講師 USP研究所 執行役員、新モンゴル高専前校長

Buyanjargal Shirnen 様

②東北企業フェスタ
東北地区高専企業協力会に所属する企業が、東北地区専攻科生および仙台
高専3・4年生向けにブース展示により企業紹介を実施
出展企業数…74社
（産学連携振興会50社、その他東北地区高専企業協力会24社）

③優秀な専攻科学生の発表に対して産学連携振興会賞の授与…12件

参加人数：
基調講演約200名
東北企業フェスタ
約400名
(東北地区各高専の専攻科学生、
仙台高専3・4年、教職員含む)

令和元年度 東北工学教育協会高専部会主催

「産学交流の日」

令和2年1月17日(金) 13:00～15:00
仙台国際センター 会議棟 3F 白橿1

東北地区における高専教育の充実・発展を図り、併せて地区高専教職員相互
並びに産業界との交流促進を目的として開催

①特別講演 演題 「産学官連携のシンボル－高専－」
講師 UPS研究所 執行役員、新モンゴル高専 前校長

Buyanjargal Shirnen 様
②一般講演 演題 「モンゴルからの人材採用に関して」

講師 株式会社ジー・イー・エス 代表取締役社長
滝野善弘 様

③パネルディスカッション
Buyanjargal Shirnen 様、滝野善弘様、福村裕史校長

参加者数：43名

振興会会員企業関係者
…14名
県関係者
…5名
高専関係者
…13名
学内担当教職員
…11名

令和元年度 東北地区高等専門学校専攻科産学連携シンポジウム

産学官交流事業

専攻科生ポスターセッション企業フェスタの様子

産学連携振興会賞受賞のみなさん
参加した専攻科生全員の集合写真

USP研究所執行役員
Buyanjargal Shirnen氏の講演

企業説明会の様子

質疑応答も含めた
パネルディスカッションの様子

講演の様子



重点を置いている課題解決型インターンシップほか、

学生教育・人材育成に関するご報告です。

申込企業数 実施企業数 派遣学生数

22 社 18 社 32 名

◆令和元年度スケジュール

3 月 企業への案内

4 月 企業からの申込(受入調書提出)締切

受入企業による学生への説明会

5~7月 学生希望調査・マッチング・派遣先決定､

学生の面談実施、採用決定、覚書取り交わし

8~11月 インターンシップ期間､ コーディネータ巡視、

中間発表、最終発表

11･12月 学内報告会

◆参加の対象

対象学生：専攻科 1年生
対象企業：産学連携振興会の会員企業

本校では、これまで以上に地元企業と連携し地域の発展に貢献するため、専攻科1年の学生を対象に

『課題解決型インターンシップ』を実施しております。

教職員・学生が地元企業をより理解し、学生の地元定着の契機となるよう、2015年から開始した取り

組みも今年で5年目となり、企業様からも好評をいただいております。

課題解決型インターンシップは、学生の就業体験を主目的とする従来のインターンシップとは異なり

学生が1～3ヶ月の期間企業の実際の課題に取り組み、その課題を解決することを目的としています。

申し込みの際は、仙台高専の企業協力会『産学連携振興会』への入会をお願いしております。

課題解決型インターンシップ

申込状況

実施期間

会員企業理解推進事業 地元企業を知ろう！ 『 企業勉強会 』開催

広瀬キャンパス <説明会の様子> 名取キャンパス <企業訪問の様子>

地域連携推進室

地域創生・人材育成3

皆さんに優しくしていただいた。また、地元にこのような
勢いのある企業があると気づくことが出来た.

自分が学んでいるのと違う分野に挑戦したことで
新しい方面の内容について興味が湧いたし自信がついた。

給料や福利厚生だけでなく、働く場所の環境も
就業意欲に繋がることがわかった。

実施企業数 派遣学生数

5週以内 4 社 7 名

6～10週 9 社 14 名

11週以上 5 社 11 名

できないことはご指導いただき、成果が出た部分にはお褒め
の言葉をいただいたので、とてもよい印象を持った。

【 学生 】

【 企業様 】

学生皆とても意欲が高く、日々熱心に課題に取り組まれており、
弊社の社員にとっても、とても良い刺激になった。

短い期間だったが。成長著しかった。成果が上がり他への転用
も考えられる。受入側も勉強になった。

企業と学校の良いコラボレーションが取れている。今年で5回目の
インターンシップだが、年々レベルが上がってきていると感じる。

【 コーディネータ 】

企業様には、学生に即した良い課題を準備していただいた。関連する方々に
親切に接していただき、良い実習ができた。

学業と違う分野の課題でもかなりの努力と苦心で成果を出していた。
企業側、学生側ともに、得られる効果が大きい事業である。

企業勉強会は、仙台高専の本科3年生から専攻科1年生を対象に、地元企業に対する理解を深め、

地元就職への興味・関心に繋げることを目的として産学連携振興会と本校研究戦略企画センターが

企画し実施しているものです。 1月には、振興会会員企業のうち、見学受入の申し出があった企業

が参加し【説明会編】を開催しました。企業の方には、会社概要や業務内容等を1回あたり15分

程度で説明していただきました。学生は、目指す企業ブースに次々足を運んで、担当者の説明に耳

を傾け、中には熱心に質問する学生も見受けられました。ブースの席が空くのを待ち構える学生も

多数いて、積極的に関わっている姿が印象的でした。企業への理解を更に深めるため説明会に参加

した学生のうち希望者による【企業訪問編】を実施しました。 3月の訪問は、新型コロナウイルス

の感染拡大防止措置のため残念ながら中止となりましたが、 2月に計画していた訪問は予定どおり

実施され、社内見学の場や地元企業の社員さんとの意見交換の機会を得て企業への理解がより深ま

りました。今年度は、会社訪問時の学生の交通費補助や送迎等について、実施企業様から多大なる

ご支援をいただきました。

【 説明会編 】
名取：令和2年1月22日(水) 31社参加
広瀬：令和2年1月24日(金) 30社参加
両キャンパス 計236名の学生が参加

【 企業訪問編 】
参加：本科3年～専攻科1年の希望学生
期間：令和2年2月26日(水)～3月19日(木)
（学生の補講期間及び学年末休業期間内）

※34社に延べ195名の学生が訪問を希望
実施は10社に36名（2月の訪問のみ）産学連携振興会会員企業紹介誌

『地域企業情報パンフレット』配付

仙台高専の学生や保護者の方に地域企業を広

く知っていただき地域創生に役立てられれば

との思いから、会員企業紹介のパンフレット

を学生と新入生保護者に配付しました。本誌

は、建設業や製造業、情報通信業等、様々な

業種の会員企業の情報が掲載されています。

「仙台高専生へメッセージ」の欄では、学生

に対する企業様の熱い期待

が込められております。

新入生は、地元就職に

興味を持つきっかけ

として、4年生は、

就職活動における

企業研究等に役立

てていただきたい

と考えています。

研究戦略企画センターでは、産学連携

振興会の協力を得て、学生が地元企業

を知るための支援を行っております。




